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要約:KUT2012年 度の タイ海外研 修が 、2013年3月17日 か ら24日 までの 日程 で行 われ、システムエ学群 、

環境 理工学群、マネ ジメン ト学部の2～4年 生10人(う ち女性2人)が 参加 した。研 修地は泰 日工業大学

(Thai-NichiInsutituteofTechnology略 称TNI)や タマサー ト大学 シ リン トン国際工学部(ThammasatUniversity

SirindhornInternationalInstituteofTechnology略 称SIIT)、 在 タイ 日系企業(ト ヨタエ場)を 選び、八 田章光教

授(国 際交流セ ンター長)、 渡邊法美教授 、大内雅博准教授 、片山保夫教育講 師 と、国際交流部 を含 む7人 が

同行 した。研修で は、タイ と日本 の同世代 の学生たちが、両国の歴 史や文化 、大学 の研 究内容 な どについて

英語 で語 り、学び合い、友好 を深 めた。 学生た ちに とっては 、グローバル化 を実感す るまた とない機 会 とな

った ことだ ろ う。今 後 もタイ を中心にア ジアの各大学、さらに欧米 の大学 との提携 関係 を強化 していきたい。

研修 内容 と、感想 を参加者 全員 による リレー形式でま とめた。

1.は じ め に

KUTの 学生 たちに とって、同世代 のタイ の学生

たち と英語 で コ ミュニケーシ ョンを図 り、異文化 へ

の理 解 を深 める試 みは、大きなチ ャ レンジだった。

わずか1週 間の滞 在なが ら、彼 らがそ こで 目の当 り

に したのは、混沌 としたアジアの熱 いエネル ギーで

あ り、人 々の明る さで あ り、グローバル化 の奔流の

真 っただ 中で躍進 す るタイの姿だった。こ うした体

験は、近 い将 来 自分 たちが社会 に出た時に何 を した

いか、何を成す べきかを考え るヒン トになったはず

だ。 参加 学生10人 は英語 に よるコミュニケーシ ョ

ン能力 も向上 し、キャ ンパ スの中だけでは学べ ない

ことをそれぞれ吸収 した よ うに思 える。2章 以 降で

各 々参力[者か ら寄せ られ た率 直 な感 想や新 しい発

見について報告す る。

に触れた後、 キャンパ ス内 の職員 の部屋や図書室 、

工業実習施設 、学食な どを案内 して くれた。「泰 日」

とい うこともあ り、掲示板や表札 には 日本語 が使 わ

れていた。日本 の文庫 も様 々な種類 が置 かれ ていた。

また、 安倍晋三首相が今年1月 、ベ トナム、 タイ、

イ ン ドネ シア を歴訪 した際 、TNIを 視察していた。

キャンパス ツアーの後、バイキ ング形式に よるタ

イ料理の もてな しを受 けた。最初は香辛料 を使 った

タイ独特 の味付 けに戸惑 った ものの 、おかわ りを し

て食事 を楽 しむ こ とが できた。特に人気だったのが、

肉メイ ンのカ レーだ。お茶が甘い ことにも学生全員

が驚 いた。食事 の後 、KUT学 生代表 として 山崎が

英語で挨拶 を した。

研 修初 日とい うことで もあ り、大変緊張 したが、

なん とか こなす こ とが できた。その後、TNIの 副学

長 よ り歓迎の挨拶が あった。

(環境理工学群3年 山崎 奈摘)

2-1.緊 張 と友 好

研 修は18日 午後か ら始 まった。徒 歩でTNIを 訪

問 し、TNIの 国際交流 日本人 スタッフの大久保氏 に

よるオ リエ ンテー シ ョンを受 けた。 大久保 氏 はタイ

王国の歴 史のほ か、1週 間滞在す るうえで の注意点
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キャンパ スツアー に興味津津

翌19日 の午前 は、タイの歴 史や タイ王国の紹介

が行 われた。英語 に慣 れていないKUTの 学生 に と

っては難 しい内容 だったが、写真や動両 を使 い、わ

か りやす く作 られていた。このプ レゼ ンテーシ ョン

を通 じ、タイ王朝 と日本 との関わ りや 、タイか らみ

た戦 前 ・戦後の歴史について学ぶ ことがで きた。

次いで3グ ル ープに別 れ、レー シングカー ・ワー

クシ ョップ、コンピュー タエ学 コースの研 究室 と生

産工学 コー スの作業場 を見学 した。

TNIの フ ォー ミュ ラー カ ー と

レー シングカー ・ワークシ ョップの隣には 日系企

業か ら譲 り受 けた旋盤 の機械 な どが所狭 しと並 ん

でいたのが印象的だった。実際に企 業で使用 してい

る機械 で、就職後 の即戦 力を養成で きる とい う。こ

れは参考になった。

この後、KUTのSSP卒 業生で あるWimolSan-um

先生 による講義が行われた。テーマ は、先 生の専門

分野であ る 「カオス理 論」の概 要。難解 な分野 であ

るに もかか わ らず 、 「カオス理論 」 を身近 な事象 に

置き換 え、理解 しやす い よ う工夫 され ていたのには

感銘 を受 けた。

(システム工学群4年 原 浩彰)

午後か らは、タイ と 日本 の文化交流 を行 った。3

グループ に分かれてTNIの 学生た ちか らタイ式ボ

クシング、タイの音 楽、伝 統舞踊 につ いて教わ り、

それぞれ成果 を発表 した。タイ式ボ クシングは ミッ

ト打 ちでパ ンチや キック、肘 打ち、膝 蹴 りを披露 し

た。音楽 は、 ラナー ト・エ ーク、コン・ウォ ン、ラナ

ー ト・トゥム と呼ばれ る楽器 を用いて の演奏。伝統

舞踊 は、 タイの伝統衣装 に身 を包ん だKUTとTNI

の学生が、 曲に合わせ一緒 に踊 りを楽 しん だ。

タイの伝 統舞踊 を踊 るKUTとTNIの 学生

タイ式 ボク シングは激 しい技 が多か った のに対

し、音楽や踊 りは ゆった りと したテ ンポで滑 らかな

手の動 きが特徴的だ った。タイの文化 に直接 肌で触

れ るこ とによって 、大 らかで前 向きな国民性 を持 つ

こ とがわ か り、お互いの文化 を尊重す ることの大切

さを感 じた。

この後、私たちはパ ワーポイ ン トで 日本の文化 や

歴史 の特徴 、KUTに つ いて のプ レゼ ンテー シ ョン

を行い、よさこい踊 りとアカペ ラに よるア ンパ ンマ

ンのマーチ を披露 した。

最初はお互い に少 し緊張気味だ ったが、それぞれ

の タイの文化学習 の発表が終 わ り、全員で伝 統舞踊

を踊 った ころか ら、みんなの距離が ぐっと近 くな り、

会話 にも弾みが 出るよ うにな った。音楽に よるコ ミ

ュニケー シ ョンは、万国共通で あることをあ らた め

て実感 した。

(環境理 工学群3年 小松 寛卓)
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2-2.異 文 化 の 中 で

20日 はTNIの 学 生たち とともにタイ ・トヨタ工

場 を訪問 した。経 営理念や環境 問題 につ いての考 え

を聞いた後、製造 工程 の説 明を聞きなが ら工場 内を

見学 した。 トヨタで もらった帽子 はタイの強い 日差

し対策 と して、工場 見学後 も多 くの学生や職員 が使

用 していた。そ の後、湖 に浮 かぶ レス トラ ンで海 鮮

や フル ー ツな ど様 々な タイ料 理 の昼 食 を済 ませ 、

100年 市場 と呼 ばれ る水 上マー ケ ッ トへ移動 した。

トヨタの最新工場の前で

水 上マー ケ ッ トは水辺 に多 くの店が並んでお り、

想像 してい た様 な船 で移動す る市場で はなかった。

そ こは散髪 店や飲 食店な どもあ り、観光 客だけでは

な く、周辺 の住 民が買い物 に行 くよ うな庶 民的な市

場 で あった。学生たちは ココナ ッツのお菓子や ハ ン

モ ックな どそれぞれ欲 しい もの を買っていた。そ こ

では庶 民の逞 しい生活ぶ りを知 ることがで きた。

この 日の最後に、ル ア ン ・ボー ・ソー トンとい う

お寺 を見学 した。TNIの 学生た ちに、お寺では帽子

を とる こ とや 参拝方 法な どを教 わ りな が ら仏像 に

参拝 した。その様 子か ら、タイのお坊 さんは、敬 わ

れてい ることを実感 した。

(システムエ学群4年 中村 泰介)

研 修1日 目か ら3日 目は、TNIの 学生 とともにタ

イの歴史や文化 を学 んだ。KUT側 の学生 は、 日本

文化 ・芸術 を紹 介 した。こ うした活 動を通 じ、お互

いの 国の文化 につい て理解 し合 うことできた のは

収穫 だった。

研 修 時 間外 の 自由行 動 で もTNIの 学 生 た ちが

KUTの 学生 たちを案内 して くれ た。バ ン コク市内

では、様 々なタイ料理や タイマ ッサージを体験す る

ことがで きた。タイ料理の名 前や材 料 をTNIの 学生

が教 えて くれ 、KUTの 学生 がそれ を ノー トにメモ

す る場面 もあった。

移動の際 にタクシー を利用 したが、道路がひ どく

渋滞 して いた。スカイ トレイ ンを利 用 した際 も込み

合 っていて、人 口増加 に よる弊 害を垣 間見た。 しか

し、 日本 には ない人 々の 「勢い」を肌 で感 じること

がで きた。

スカイ トレイン内にて

ところで 、KUTの 学生 とTNIの 学生 との会 話は、

英語だ けで はな かった。日本語 とタイ語 をそれぞれ

教 え合 った りしたおかげで、KUTの 学生 も少 しだ

けタイ語 を話す こ とが できるよ うになった。TNIの

学生 は 日本 に興味 のある学生 ばか りで、タイの学生

が 日本 を ど う思 ってい るのか を知 るこ とができた。

KUTの 学生 も 日本 を客観的 に見る ことがで きた よ

うに思 える。 日本 のアニ メは人気が あ り、KUTの

学生 よ りも 日本 のアニ メに詳 しいTNIの 学生がた

く さんいた。

(シ ステ ム工学群4年 田中 一徳)

2-3.英 語 で の 議 論 も

研 修 も半分が過 ぎた4日 目の21日 朝 、3日 間滞

在 した ホテ ル を後 に してバ スで タ マ サー ト大 学

(SIIT)の ドミ トリーへ 向か った。そ こで荷物 を降

ろ してす ぐにSIITを 目指 した。大学は 目と鼻の先

にあった。

到着後学 内の教室 内にてSIITの 学生 と対 面 し、

両人学 に よるス ピーチや記念 品の贈呈後 、KUT代

表 の本岡 とSIIT代 表 が簡 単な挨拶 を行 った。

その後 、SIITとKUTの 学生がそれ ぞれプ レゼ ン

テー シ ョンを行 った。SIITの 学生た ちはみな流暢な

英語 を話す ため、KUTの 学生 たちは緊張 していた

が、KUT側 のプ レゼ ンテー シ ョンは2回 目とい う

一227一



こともあって、泰 日工業大学での時 よ りもワンラ ン

ク レベル ア ソプ していた。

ドミ トリー に到着 したKUTの 学生

よさこい舞踊、アカペ ラに よるア ンパ ンマ ンマー

チは、SIITの 学 生たちに非 常に好評 だった。その後

も多 くのKUTの 学 生が、踊 りの方法や 日本 の歌に

ついてSIITの 学生 と盛 り上が るこ とになった。

プ レゼ ンテー シ ョン終了後 、KUT学 生 のバデ ィ

が発表 され、学内の 中庭 でSIIT学 生 とともに昼食

を食 べた。昼 食 は タイ料理 の弁 当を複 数種類 か ら

選 ぶ方式だ ったが、その中の一つ であ るグ リーンカ

レーはKUTの 学生に とっては未 体験 の辛 さであっ

た。簡単 な 自己紹介で は、双方 の学生がネームプ レ

ー トにそれぞれ の名前 とニ ックネー ムを書 き込 み、

首に下げた。初 対面時はや や物静 かな雰 囲気のSIIT

学生であったが、話 してみ る と、みな明 るくて話題

が尽 きることがな く、素晴 らしい昼食 会 になった。

(システム工学群2年 本 岡 誉登)

昼食 後、SIITの 学 生 とともにキャ ンパ スを見学 し

た。 とにか く、その広 さと設備 の充実度には感 嘆 し

た。オ リン ピソクを行 うこ とが出来 る競技場や 、屋

上か ら眺めた、どこまで も続 くオ レンジ と白の コン

トラス トの景色に思わず 目を奪われた。

TNIの 学生 た ち との交流の 時 とは打 って変 わっ

て、KUTの 学生た ちは英語のみでSllT学 生 と接す

ることにな った。SIITの 学生 に比べ ると、た どた ど

しい英語 ではあったが、SIITの 学 生が明 るく笑顔で

接 して くれ たお かげで、KUTの 学生た ち も徐 々に

話せ るよ うになった。

SIITとKUTの 学生たちの交流会

研 修生 の中には、出発す る前か ら関心 があった、

バ ンコクの2年 前の洪 水の被害 につ いて尋 ね る人

もいた。SIITも 例に漏れず 、洪 水の被害に遭 ってお

り、今なお至 る所 に瓦礫の残 片 を確認 す ることが出

来た。それ ほ ど大規模 な災害 だった ので あろ う。

キャンパ ス見学 を終 えてか ら、KUTの 学生 とSIIT

の学生 との交流会が行 われた。アイスブ レー キング

で は、KUTの 一人 がお どけ ると、SIIT学 生が突っ

込んだ りして終始笑顔 が絶 えなか った。その ころに

はお互い、緊 張 とい う言葉 を忘れ ていた。一段落終

える と、KUTとSllTの 混合 グループで、 日本 とタ

イ の食文化、祭 り、言語の違い などを話 し合いなが

ら、模造紙 にま とめ、チーム ご とに発表 を行 った。

自分た ちが 「タイ と 日本語の文法に ど う違いが ある

か?」 な ど、英語で議論出来て しま うなんて、出発

前 に考 え られ ただろ うか。 この数時 間で、KUTの

学生 の実践 的な英語 力 が着 実 に上 が ってい る よ う

に感 じられた。

(環境 理工学群4年 宮川 結衣)

2-4.文 化 遺 跡 に 感 動

研 修5日 目は、SIITの 学生 とともにバスでアユ タ

ヤ を見学 した。SIITの ドミ トリー を朝9時 に出発 し、

快適 な高速道路 を約2時 間走 って到着 した。アユ タ

ヤ は、一 昨年 の洪水 で大 きな被 害を受 けたが、遺跡

は きれい なまま残 っていた。逆 に、ところどころに

見 られた災害 を乗 り越 えた傷跡が、よ り美 しく感 じ

られた。

日差 しが鋭 く差 し込む昼時、アユタヤ見学 を開始

した。ワッ ト・チ ャイ ワ ッタナ ラームではそのスケ

ール の大 き さと、建物 が醸 し出す独特 の雰 囲気 に、

み な興奮冷 めや らぬ様子だ った。ワ ッ ト・プ ラ ・マ

ハ ター トで は建造物の随所 に、首や胸 よ り上 を切 断
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された石像 が見 られた。SIITの 学生に よると、戦の

際に敵に よって破壊 された ものであ るとい う。

アユ タヤ遺跡 で は建 造物 に登 っての見学 が可能

であ った。タイ では、こ ういった文化遺 産を見学す

る際 には時計回 りで 見学す るのが良い とSIITの 学

生に習った。あま り気 にす る必要 はないが、タイの

お葬式 の際 に反 時計 回 りで回 る習慣 が あるか らだ

とい う。 タイも 日本 と同 じよ うに、 「縁起 の良 し悪

し」 を考 える文化 があ るよ うだ。

ゾウ乗 りを初体験

続 いてエ レファン トステイへ と向か った。ゾウを

間近で見たKUT学 生 の興奮 はSIIT学 生 を巻 き込み、

賑やかな体験学習 となった。戦争 の時、背 に乗 って

戦 うほど、ゾ ウは古 くか ら人 間に関わ り、過去には

国旗 にも記 されていた。タイのシンボル ともいえ る

動物 であ る。ゾ ウ使 い とは信頼 関係 で成 り立ってい

るか にも見 えるが、主従 関係 の よ うに も感 じられ た。

タイの人々 と、ゾウの関わ りの深 さを垣 間見 ること

がで きた。KUT学 生 はた くさんの建造物 を見学 し、

歴 史や文化 を学び とるよい機 会 となった。そ こには

新鮮 な驚 きと、多 くの発 見があ った。

(マネ ジメン ト学部3年 大澤津 将希)

さて、研 修の最 終 日はSIITの 学生 たち とともに

バ ンコク市内 を見学 した。午前8時 に宿 泊施設 であ

った ナモ トマ ンシ ョンの外 にすべ ての荷物 を持 っ

て集 合 し、バ スで土宮見学へ 向かった。バスではガ

イ ドの方が タイ につ いて のクイ ズを出 した りして

くれ た 。

サイ アムパラ ゴンにて

王宮で は、全員で集 合写真 を撮 った。中に入 ると、

世界 中か らのた くさんの観光客で込み 合っていた。

タイ人 と外国人観光客 とで は入 口が異 な り、外国人

のみ入場料が課せ られ た。王宮のデザイ ンは 中国や

ヨー ロ ッパの影響が あちこちに見 られ 、日本 の寺院

に比べて装飾が細やか だった。壁面には タイの歴 史

や神話 が ラ ンダ ムに描 かれ てい るな どの特徴 があ

った。戦争 に よって何度 か焼 けたため、修復 された

とい う。隣接 の博物館 には貴重 な装飾 品 も保存 、展

示 されて いた。

その後 はKUTの 学生1、2人 にSllTの 学生が数

名付 き添 う小 グル ープ に分かれ 自由行動 となった。

大森 と宮川 はJinnyとCannenで4人 グル ープ を組

み、ワ ッ トポー寺 院 とサイアム周辺 を観 光 した。ワ

ッ トポー寺 院は王 宮 と同 じよ うな様 式 で建物 が装

飾 され、外 には神 様や動物 を模 した石像が配置 され

るな ど、 とて も迫力が あった。

サイ ア ム周 辺は食 べ物や 電化製 品、洋 服 な どの

様 々な露店が数多 く並び 、た くさんの人で賑わって

いた。売 り値 は観 光客相手 に少 し高め に設 定 されて

い る事が あるよ うで、SIITの 学生た ちが値引 き交渉

を して くれた。その後 、サイア ムパ ラゴンで昼食 と

買い物 を済 ませ、集合場所 へ向かった。バス に乗 り

込んだ後 もSIITの 学生は手 を振って見送 りを して

くれ、KUTの 学生 もそれ に応 える形 で別れ の挨 拶

となった。

(システ ム工学群3年 大森 匠)

タマサー ト大学 シ リン トン国際工学部(SIIT)の

学生た ちは英語 力がかな り高 く、KUTの 学 生は初

めのオ リエ ンテー シ ョンでのSIIT側 のス ピーチで
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委縮 していた。 しか し、い ざ交流が始ま ると、SIIT

の学生 た ちが しっか りとした英語 の軸 を持 っ てい

た こともあ って、スムーズに話 し合 うことができた。

T'NIで は、日本語 をメイ ンにサブで英語 を使 ったが、

SIITで は英語 だけで話 した。

後 半にな ると、多 くのKUTの 学生が積 極的にな

った。この ことも交流 が うま くいった要 因の一つだ

ろ う。全体的にみて、KUTの 学生 とSIITの 学 生 と

では、大 きな英語 力の差 が見 られた。特 に問題 視す

るべ き所 は リスニ ングではないか と考 え られ る。単

純な文だ けであれば、多 くのKUTの 学 生は会話 を

す ることがで きたが、少 し接続詞や 副詞 が会話 に入

って くると、会話 内容 の理解 が薄 くな ることが多 く

見 られた。リスニ ングが うま く行 くと次の課題 はス

ピー キングだが、 当面の 問題 は リスニ ングだ ろ う。

(環境理 工学群3年 下 田 隆正)

畜 ・

アユ タヤでみん なでジャンプ

3-1.驚 き と発 見 一 学 生 の 感 想

① 山崎 奈摘

今 回の海 外研 修 に参加 した ことは、私 に とって大

きな財 産 となった。現地の学生たち と英語 で コミュ

ニケーシ ョンをとることで、英語 で話す とい うこと

に対す る恐怖 心が薄れた。このこ とは、大きな進 歩

だ と思 える。また、もともとお寺や伝統 あ る建物 が

好 きな私に とって、アユタヤをは じめ とす る様 々な

寺院 を参拝 で きた ことに、タイ の歴史 を感 じた。同

時に、私 自身 が人 として どうあるべ きかな ど、考 え

る良い機 会 となった。まだまだ未熟 な部 分があるが、

研 修 を機 に人 き く成長 す るべ く勉学 に励 みたい と

思 う。今回 の研修旅行 をサポー トして くだ さった、

国際交流部 をは じめ、た くさんの方々に感謝 したい。

② 原 浩彰

タイ研修 に参加 して 、工学を学 ぶ学生 同士、お互

い を知 りたい と言 う気持 ちで接す るこ とで 、相手 を

理解す るこ とがで きた と思 う。しか し、母国語でな

い英語で のコ ミュニケー シ ョンは、細かい気持 ちを

伝 えるこ とに苦労 した。グローバル社 会であ る今 日、

正 しい英語 を学ぶ必要性 を感 じる とともに、お互い

の文化の違い を認 め、理 解で きることを面 白い と思

う人間 にな りたい と思 った。

③ 小松 寛卓

私 は当初 、この海 外研 修 に英語能力の向上 を一番

の 目的 として参加 した。実 際、感 覚的な英語 の使い

方や 、リスニ ング能力 な どは大き く向上 したが、自

分 の中で特 に変化 を感 じたの は コミュニケー シ ョ

ン能力や積極性 とい った内面 の部分 だった。新 しい

環境の 中、積極 的に行動す ることで、以前 よ り様々

な もの に興味 を持 ち、活 動 してい こ うとい う姿勢が

強 くなった と思 う。タイで出会 った人た ちは親切 で

明 る く、笑顔 が とて も印象 的だった。私 もタイで過

ごす うちに 自然 と笑顔 で い るこ とが多 くな ってい

た。今 回の研修 は、初 めての海 外で不安で もあった

が、それ以上 に 自分の成長 を感 じるこ とができた。

参加で きて本 当によか った と思 う。

④ 中村 泰介

研 修で は、タイの学生 との交流が一番印象深か っ

た。 ほぼ全ての行程 をTNIとSIITの 学生 とともに

行動 し、市民 が通 うタイ式マ ッサー ジやMBKで の

買い物な ど、少 ない時間の 中で私た ちが したい こと

や、食べ たい ものな ど、様々な要望 をかな えて くれ

た。タイの学生 との会話では英語 を使 い、日本 の"い

ただ きます"を 教 えた り、タイ語 を習った りと、楽

しく充実 した時 間を過 ご した。なかで も、辛 くて酸

っぱい タイ料理 トムヤ ムクンの味 と、ゾウに乗った

こ とは忘れ られ ない。また機 会 を作って タイ に行 き、

TNIやSIITの 学生 た ちと再会 したい。

⑤ 田中 一徳

研 修 を通 して最 も印象 に残 った こ とは、タイに活

気 があった ことだ。特 にお世話 を して くれたTNI

とSIITの 学生た ちはみんな明 るく、毎 日楽 しく過

ごす こ とが出来た。また、TNIの 学生は タイ語の他

に英語 と日本語 を学ん でお り、SIITで は、すべての

講義が英語で行 われていた。自分た ちと同 じよ うに 、

母 国語 で はない英語 を 口常で普通 に使 ってい る こ
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とに よい刺激 を受 けた。

⑥ 本岡 誉登

研 修で最 も楽 しかったのは、最 終 日の王宮見学 と

自由行動だ った。タイ独特 の装飾や金色 の釈迦像 等

が とて も印象的だ った。移動 に使 った トゥク トゥク

にかな りの人数 で乗った り、バスが止 まって くれず

にみんなで無理 や り駆 け込んだ りと、日本 では絶 対

に無い よ うな体験が出来たのが非常に よかった。昼

食後 はサ イアムパ ラ ゴンで様 々 な買い物 を楽 しん

だが、デパ ー ト内で も値切 り交渉 が出来るのが意外

だった。ある程度 の英語や 日本語 が通 じ、元値 よ り

もか な り安 く商品 を購 入 できた の もよい経 験 にな

った と感 じた。タイでの研 修は非 常に実 り多い もの

であ り、今後 もこ ういった国外 で活動す るイベ ン ト

な どには積 極的に参加 してい きたい。

今回の収穫だ と思 う。それ に伴 い、今回 は英語だ っ

たが、共通の言語 の重要性 を 日本にい る時 よ りも強

く、深 く感 じた。1週 間の滞在 の中で全身 を使 い、

五感 で感 じた ものを、 日々の生活 に生か し、周囲の

人 々 と共有 したい と考 えてい る。

⑨ 大森 匠

タイの学生 は とて も行動 的で ポ ジテ ィブ な人 が

た くさんいた。私の英語 力が十分ではなかったた め、

始 めは どうや って切 り出そ うか と考 えてい たが、日

本 とタイで は文化や食べ物、流行な どすべてが違い、

最後 まで話のネ タが尽 きるこ とはな かった。その 日

の 日程が終わ る と、夕方か ら夜 にか けては タイの学

生 と観 光や シ ョッピン グと、い ろい ろな場所へ連れ

て 行 っ て も らった。 帰 国後 も タイ の友 人 た ち と

Facebookや メール な どで交流 を続 けている。

⑦ 宮川 結 衣

研 修に参加 して気付いた ことは、東南 アジアが思

いの ほか魅力的 な国々だ とい うこ とだ。 「海外旅行

で どこに行 きたいですか?」 と聞 くと、欧米諸 国に

行 きたい と答 える人が多いだ ろ う。今 までは 自分 も

その1人 だ った。 しか し、指 導教員 の勧 めで行 った

ベ トナム研 修に続 き、今 回のタイ研修 によって、日

本 と違 う伝統 的 な建 築技術や お もてな しの文化 に

興味 をひかれた。アユ タヤで寺院を参拝 してみる と、

今 まで見た ことない光 り輝 く如来像 が 「タイの事を

舐 めていただ ろ う。実 際は どうだったかい?」 と聞

いてい るよ うな気 が した。スイマセ ン。ちょっ と勘

違 い していま した。と如来像 に謝 った。とて も魅 力

的な場所 なので、また訪れた い。いつまで も 日本 と

タイの関係 が良好であ ることを願 ってい る。

⑧ 大澤津 将希

研 修全体 を通 して、異文化 を知 る ことの楽 しみを

感 じた。言語、食 、歴史 な どを 自国 と比較 し、タイ

の学生 と知識 を共有す ることで、驚き と発 見がた く

さん あった。また、研修 の中で、文化交流 に大切 な

4つ のこ とを私 な りに学 んだ。それ は、聴 こ うとす

る、知ろ うとす る、覚 えよ うとす る、伝 え よ うとす

る とい うことだ。会話 は英語 で行 ったが、相 手の

話 を しっか り聴 き、質問 して相手 の文化 について知

ろ うとす る、タイ語 な どを積 極的に使 って覚え よ う

とす る、そ して 、タイの文化 につ いて教えて もらっ

た こと以上 に、日本 文化を相 手に知 って もらお うと

伝 える、このこ とに気付 き、実践 できた ことが私の

⑩ 下 田 隆正

私 は1度 、交換 留学生 と して タイを訪れた ことが

あった。しか し留学 自体 は失敗 に終 わ り、心 にわだ

か ま りを残 して いた。だが、今回の海 外研 修 によっ

て 、あ らためてタイ人の温か さを知 った。英語力 を

向上 させて挑んだ ので 、コ ミュニケー シ ョンの楽 し

さを知 り、また、違った価値観 を持 つ人か らの情報

は新鮮な ものば か りで あった(例 えば、寺での参拝

方法や仏 の位置付 けな ど)。 そ んな中、私 の心に一

番残 って いるの は、SIITで 以前お世話 になっていた

先生 に"MYSON"と 言 われ たこ とである。 ここで

私 は、自分だ けが言葉の壁 を拒絶 していたのだ と感

じた。交換 留学で タイ に行った時に もっと交流 して

お けば、もっ と英語能 力は上達 していて、なおかつ

変 な コンプ レ ックス を抱 え るこ とは なかった だ ろ

う。私 は今 回の海外研修 において、前回の交換留学

の リベ ンジを果たす こ とがで きたので はない か と

考 える。また機 会が あれ ばタイ を訪 問 しよ うと思 う。

3-2.成 長 を 実 感 一 同 行 者 の 感 想

旅程の途 中か ら参加 し、しか も連 日大学訪 問の予

定 を組 ん だた め学 生の研 修 には一 部合流 した のみ

で あるが、TNIとSIITで 用意 していただいたプ ロ

グラムが大変良 く練 られてお り、本 学学生は誰 も尻

込みす るこ とな く、積極 的に活動す ることがで きた

と思 う。参加 メンバーが最初 に集 まった事前研 修で

は、英語 力、コ ミュニケー シ ョン能力 とも大い に心

配 になったが、国際交流部ス タ ッフ等の熱 意 ある指

導 によ り、研修 の度 に大 き く成長 した。実際 タイ に
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行 ってみ る とタイ の学生 はみん な非 常 に明 る く逞

しくキャンパ スが活気 に%iれ ていた。本学学生 は、

最 初 は圧倒 され なが らも徐 々 にそ の雰 囲気 に染 ま

り、タイ学生 の良い ところを多 く感 じと り学ぶ こと

がで きた。これ までの海外研修 の中で も参加者 が最

も成 長 した成功事例 とな った。(八 田 章光)

今 回の研 修は、工科大生 に とって 、とて も実 り多

き ものにな った と思 う。第一 の理 由は、国際交流部

(IRC)メ ンバ ーに よる辛抱 強 く丁寧 な事前研修 が

大変効果的であった ことであ る。指 導 して頂 いたメ

ンバーの皆 さまに改めて感 謝 申し上げたい。第 二は、

先方のTNIとSIITが 、大変 温か く工科 大生 と私た

ちス タ ッフを迎 えて頂いた ことであ る。数 々の心温

ま るお もてな しを頂いた、両校 の学生 と教職員 の皆

さま に心か ら感 謝 申 し上げます。最後 に、我 が工科

大生の資質 の高 さを挙げたい。 元々、工科大生 は、

「キ ャンパス訪 問者に も挨 拶 をす る」、「地域活動 を

熱 心 に行 う」学生 と して有名 であ る。今 回、その高

い資質が、IRCス タッフの事 前研 修 と先 方の温 かい

お もてな しの心に よって触発 され、海外 で も芽 生え

た よ うに思 う。人 は人に よって愛 されて人 になる。

タイ人か らも愛 されたKUT生 が、 さらに魅 力的な

人になって くれ ることを心か ら願 いたい。あ りが と

うございま した。(渡 邊 法美)

今 回 の研 修旅行 が 大 きな成 果 をあげ た ことは間

違 いない。その理 由は事前 訓練 そ して用 意周到 な準

備 の賜物 で ある。泰 日工業大学 、タマサー ト大学 シ

リン トン国際工学部、そ してIRCス タ ッフの貢献 に

心 よ り御礼 申し上げます。

さて、手 間 と時間 と費用 をかけた研修で ある。今

回のや り方 が具体的 に どの よ うな効 果 をあげ たの

か、当初の 目的 と比較 して明 らかに してお く必要が

あ ると思 う。

実現すべ き 目的はい くつか有 り得 るが、今後 のた

めに特に以下の点 を明確 に してお く必要があ る。そ

れ によ り選考 方法 と研 修 内容 の改 善 を絶 えず 図っ

てい く必要があ ると思 う。

・ 研修 白体 が 日的 か、 あるい は研 修 に よる刺激

(国際活動 または英語学習へ の意欲)が 目的か。

・ 研修参加 のための英語 力評価 の意義:能 力 を評

価す るためか、あ るいは外国語(英 語)学 習の

動機 とす るか否 か。

(大内 雅博)

応募学生の選考か ら参加 した身 に とって、はた し

てKUTの 学生は海外研 修 を無事終 えることがで き

るのだ ろ うか とい う不安が付 きま とってい た。事前

研修 を参観 してみたが 、参加 学生の英語力が進歩 し

て い るこ とには気付 いた もの の不安 は消 え なかっ

た。しか し不安は見事 に消 え去った と言って も過 言

で はない。研修旅 行で 目を見張 るぐ らい に大 きく頼

も しい存在へ と変化 した。それ もわずか1週 間足 ら

ず の問 にで ある。帰国後 もそのモチベー シ ョンを維

持 し、日々進歩 を続 け られ る人材であ って ほ しい と

心か ら願 う。(片 山 保 夫)

今回の研 修は、過去に行われた同様 の研修 と比較

して も例 がない ほ ど事 前研修 に時間 を割 き、学生い

わ く 「単位 が とれ るや ん」と言 うほ どの スケ ジュー

ル(全13回 、 うち6回 が英語研修)が 組 まれてい

たが、事前研修段 階か ら参加学生た ちは英語での コ

ミュニケー シ ョンに積極的で あ り、受 け身ではない

関 わ りが見 られた。タイ に到着 してか らの成 長は更

にそれ を上 回る もので あった が、何 よ りも、 「間違

えて もいいんだ」 「伝 えよ うとす るこ とが大事 なん

だ」とい う事 実に気付 けた こと、あ らゆることに積

極的 になれ る素地がで きた こ と、そ して タイで関わ

った学生た ち、さらには共 に参加 した 日本人学生同

士、新 しい コ ミュニテ ィー を築 けた こ とが大 きな財

産になった と思 われ る。学生の成長を実感 でき、職

員 としても充実 した研修 であった。(福 留 園子)

今回、事前研修 か ら本番 、帰国後の学生の様子 を

間近で見て 、当初の想像 を上回 る学生のや る気 とモ

チベ ー シ ョンの高 さに驚 いた。 出発 間際まで学 生

は 「英語 ・海外 ・国際」とい う言葉に高い壁 を感 じ

て いたが、現地 で軽 く背 中を押 してあげ ると、失敗

を恐れ るこ とな く新 しい 世界 に飛 び込 んでい く姿

は頼 も しかった。それ は、タイの訪 問大学が本学学

生 の受 け入れ のた め に作成 して くれた研 修プ ログ

ラムと、タイ の学 生の温 かいお もてな しの精 神 によ

る ものが大 きか った。そ して、学生の頑張 りも称賛

したい。現地 では、英語 によるプ レゼ ンテー シ ョン

を堂々 と行 った。よさこい踊 りとアカペ ラソングの

文化 披露で は、タイ の学 生たちの興味 を大 いにそそ

り、その時 の10人 の勇姿 に思 わず 目頭 が熱 くな っ

た。今後、この研 修で大 き く成長 した学生の活躍 に

期待 す るとともに、この 研修 に関われ たことに感 謝

したい。(藤 井 里香)
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今 回のタイ研 修 に参加 した10人 のKUT学 生 は、

タイ到 着時 には英語 力 に対 して の引け 目や 、初 めて

の異 文化 交流 に対 してやや遠 慮 がちな雰 囲気 が感

じられた。 しか し、積 極的に コ ミュニケー シ ョン を

図 ろ うとす るTNIやSIITの 学生 と交流 を行 う中で

彼 らの姿勢 に触発 され、英語 力に対す る苦手意識 よ

りもタイの大 学生 と交流 を深 めよ うとす る意識 が

徐 々 に強 くなった よ うに感 じられ、研修 中盤 か ら自

ら積極 的 にコ ミュニケー シ ョンを図 る姿 が 見 られ

た。参加学生か らは、この研修 で 自らの学力不 足 を

痛感 し、よ り語 学力を向上 させ たい との意欲 が生ま

れた とい う感 想 を聞 くことがで きた。また グローバ

ル化 に対す る必要性 を具体 的 に感 じた様子 で あっ

た。

研 修 を通 して学生 た ちの適応 力 の高 さに驚 くと

ともに、異文 化経験 が様 々な学習 に取 り組 むための

モチベー シ ョンにつなが るものであ ると感 じた。同

時 に グローバル に活躍 で きる人材 を養 成す るため

には、こ うしたプ ログ ラムを充実 させ るな ど環境整

備 の必要性 を痛感 した。(井 村 公一)

4.終 わ り に

国際交流の一環 と して行われ た タイ研修 は、学生

たちが これまでイ メー ジしていた世界 と、現 実の世

界 との違 い を認 識 させ るきっか け とな ったの では

ないだ ろ うか。21世 紀 は 「ア ジア ・太 平洋 の時代 」

で ある。 そ こで、東南 ア ジア諸 国連 合(ASEAN)

をけん引す るタイ を訪 れ 、自分 の 目で確 かめ、人々

と交流 してア ジアの風 を感 じた ことは、大きな財産

とな ったはずだ。

その一方で、学生 たちに とっての大 きな課題 は、

コ ミュニケー シ ョン能力だった。タイの人 々と英語

で コ ミュニ ケー シ ョンを図 るには、相 予の言 うこと

を理解 し、自らの考 えを伝 えなけれ ばな らない。き

ちん と 「伝 える」には、語学 に磨 きをかけ、自分の

考 えを持 ち、専 門分野 はもちろん、日本の文化や歴

史、政治 、社会 、外 交の ことを知 ってお くことが必

要 とな る。

留 学や海 外研 修は、自らの座標軸 を移動 させ る こ

とで もあ る。そ こか ら世界 の多様性や異 な る視 点を

学び、自らの地 図を描 くこ とができるだろ う。これ

か らもぜ ひ多 くの学生に参加 して もらいたい。
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Abstract: The Thailand study tour of KUT was carried out from March 17 to the 24th, 2013. Participants included 

ten students from the School of Systems Engineering, the School of Environmental Science and Engineering, and the 

School of Management. For the training location, Thai-Nichi Institute of Technology (TNT), Thammasat University 

Sirindhorn International Institute of Technology (SIIT) and Toyota factory in Thailand were selected. The chair of 

International Relations Center, Professor Akimitsu Hatta, Professor Tsunemi Watanabe, Associate Professor Masahiro 

Ouchi, Yasuo Katayama a Lecturer, and the administrative staff members accompanied the students. During this 

training, the students have learned about the history of both countries, their cultures, the details of campus life at TNI 

and SIIT. Thai and Japanese students spoke in English, studied together, and formed deep friendships. I believe 

that this was a unique opportunity for the students to experience globalization. I hope we can continue to strengthen 

our partnerships with universities in Asia as well as in Europe and US.
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